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様式７別紙  

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

論文題目： フランツ・カフカの動物物語における音のモチーフ 

 音楽・騒音・雑音と共同体    

 学位申請者 小松 紀子 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 三谷 研爾 

  副査   大阪大学教授  片渕 悦久 

  副査   大阪大学准教授 吉田耕太郎 

【論文内容の要旨】 

 本論文は、フランツ・カフカ（1983-1924）の晩年の物語テクストのうち、一人称の動物の語り手が語るという

形式を共有する『ある犬の研究』（1922）、『巣穴』（1923）、『歌姫ヨゼフィーネ、あるいはネズミ族』（1924）の

３篇を取り上げ、そこにあらわれる聴覚表象の分析をとおして、カフカにおける個人と共同体の関係を明らかに

しようとするものである。全体は、問題を提起する序章、『ある犬の研究』を扱う第１章、『巣穴』を扱う第２章、

『ヨゼフィーネ』を扱う第３章、および結論となる「おわりに」の５章から構成されている。総ページ数は 121

ページ、400字詰原稿用紙に換算して約 420枚である。

 序章では、最初に上記３篇の作品の研究史が概観される。つぎに、カフカの物語テクストにおける動物形象に

ついて先行研究の論点を整理し、動物寓話の伝統から外れた、カフカ的な動物物語の特質を確認する。他方、カ

フカ個人の聴覚経験を日記・書簡に即して検討し、他者との関わりという問題が関連していることを指摘する。

以上を踏まえ、物語テクスト内の楽音・非楽音イメージを、作家の共同体理解と連関したモチーフとして理解す

る本論文の視座が提示される。

 第１章は、カフカがイディッシュ語の演劇・音楽をとおして、東方ユダヤ人の民族文化に触れた経緯を確認す

るとともに、20世紀初頭のプラハで流通していた音楽と民族の一体性をめぐる言説（ヴァイニンガー、ヤナーチ

ェク）とのつながりを検討する。そのうえで、『ある犬の研究』のテクストを分析し、音楽モチーフが共同体から

個人を排除する、理解不可能な〈力〉の表現となっていることが指摘される。

 第２章は、非楽音（機械音）が増大する 20世紀初頭の都市環境のなかで育ったカフカ個人の聴覚的体験にふれ

たのち、『巣穴』にあらわれる音源不明のノイズ Zischenが、孤独に安住している主人公にとって、他者にたいす

る不安を喚起すると同時に、他者を希求する無意識の表徴にもなっているというアンビヴァレンツを、物語テク

ストに即して明らかにする。

 第 3 章は、晩年のカフカが示したユダヤ人民族ホームへの深い関心の由来を、当時のプラハのドイツ系ユダヤ



人のあいだに浸透していたシオニズムとの関連から検証し、カフカの共同体願望を確認する。だがカフカの場合、

そうした願望にはつねに振幅を伴うものであることが、『ヨゼフィーネ』のテクスト本体をなす歌姫と一般聴衆と

の関係の錯綜した記述の検討から明らかにされる。

 「おわりに」では、以上の議論を総括し、カフカの共同体へのアンビヴィレントな帰属意識が、3つの動物物語

において、主人公たちを引きつけると同時に拒む聴覚イメージの表現と深く連動していることが指摘される。

【論文審査の結果の要旨】 

 カフカの物語テクストに頻出する動物形象については、すでに長い研究の蓄積がある一方、聴覚イメージをめ

ぐる検討は 1990年代以降、表象文化論の深化にあわせて取り組まれ、とりわけ近年、新しい成果が相次いで発表

されている。本論文はそうした研究状況を見据えて、これらふたつの方向性を結合させたモチーフ研究を企図し

たものである。そのさい、カフカ自身のイディッシュ演劇・音楽との遭遇をとおして得られた経験を重視するだ

けでなく、20世紀初頭に流通していた音楽にかかわる言説、さらに非楽音をめぐる言説をも視野に収め、当時の

社会文化史的コンテクストを参照したうえで物語テクストを分析する複眼的な作品研究の構想は意欲的であり、

高く評価できる。

 具体的な分析にあたっては、それぞれの物語テクストに寄り添うことで、語り手の屈曲の多い思考の脈絡が、

丹念に追跡されている。こうした地道な手法により、カフカの音楽やノイズにたいするアンビヴァレントな姿勢

が確認され、ことに『巣穴』の検討において、きわめて説得的な解釈を提示している。

 本論文はこのアンビヴァレンツを、民族共同体にたいするカフカの両義的な姿勢と重ね合わせて捉えているが、

そのさい具体的な参照項として東方ユダヤ人を設定している。カフカにおけるユダヤ性の問題は近年、資料の発

掘とあらたな検証がすすんでいる領域であり、本論文もまたそうした成果をよく踏まえたうえ、物語テクストに

おけるモチーフ研究を、「個と共同体」というカフカ文学全体を貫くテーマに統合して理解する立場を獲得してい

る。

 他方、聴覚経験を身体的知覚として捉える一方で、自他関係の表現としても解釈するというアプローチじたい

の妥当性について、より立ち入った考察があってしかるべきである。また、社会文化史的コンテクストの重視に

比して、カフカの創作段階の区分などは軽視されており、最晩年の 3 作品に限定して考察をすすめることの必然

性とその作家論的な射程について、周到に論じきれているとは言えない。結果として、結論部の記述が一般論に

流れるきらいがあり、重複や反復が散見される論文構成上の弱さとあわせ、もの足りなさを否めない。

 これらの問題点を含むものの、本論文が提示した知見はカフカ研究のさらなる展開に寄与するものであり、論

文として十分な学術的水準に達している。よって、本論文を博士（文学）の学位を授与するにふさわしいものと

判定する。


